
0 
 

 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

  

     

 

楽しく勉 いろんなパロディ満
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  第４編    高分子 

 

 

 

 

 

 

にげちゃだめだ！ 

 

   

 

  科学はすすんでるんよ。 
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  第 1章   天然高分子化合物 
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➊ 糖類   化学式は 基本 Ｃｍ(Ｈ２Ｏ)ｎ 

単糖類       

 

                 

 

 

                        

           

フルクトース  

 

 

   

 

               

ガラクトース     
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単糖の形の区別 おぼえかた 

あるファ １  Ｈが上に出ている  

４  グル  Ｈが立っている  

ガラ
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C* 

立体異性体とは 

１ 幾
き

何
か

異性体 

     

                           いれかわり 

 

       

２ 鏡像異性体（光学異性体） 

 １つのＣ ４種

 

 

 

                       

 

 

 

* 
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ガラクトース グルコース  

ガラクトース グルコース 立体異性体 

   鏡像異性体  
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   グルコース         ガラクトース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＨ Ｈ

 不斉炭素原子が４コなら、 

   ２４とおりの立体異性体ができます。 

* 

* 

* 

* 

* 

* 

* 

* 
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単糖類  すべて 鏡像反応  

               

         フェーリング液の還元 

         （Ｃｕ２Ｏの赤色沈殿）   

 還元性 

よくでる   アルデヒド基 特有の反応なので  

 フルクトース ケトン基 

                       反応します！ 

名前のおぼえかた 

グルコース（ブドウ糖）

グリコ  

         

フルクトース（果糖）  フルーツ 

ガラクトース  乳 酪農 ラク

ガラス 牛乳 
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二糖類 

グリコキシド結合 

マルトース  

        

 

                                     

 

スクロース   

        

                         

ラクトース  

         

 

                                                                      

よく出る スクロースだけ、 還元性を示さない。 
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二糖類のおぼえかた 

 

マルトース  

  マル  グル グル ボクが 。 

  

 

 

 

 

スクロース  

  諸島  スク  グル  フル  
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ラクトース  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酪  ガラク  グル  
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 スクロース（ショ糖）  

  加水分解  

 

    グルコース ＋ フルクトース 

          

         転化糖 

  

甘い

     

    

        

 トレハロース  マルトース  

 αグルコース＋αグルコース  頭＋頭  

  （還元性はない。） 

 キノコに多く含まれる デンプンから合成できる 
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多糖類 

デンプン 

 

               らせん状   

  

             ヨウ素デンプン反応 

    

冷えると また あらわれる。 

アミロース 

       アミロペクチン 

    

    アミロペクチン  
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多糖類の種類 

デンプン   アミロース う

アミロペクチン 

          

        

グリコーゲン  

          

     

 

セルロース 
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多糖類の加水分解 

  

     

デンプン   デキストリン   マルトース  グルコース 

                      

 酸を加えて加熱  

 

セルロース 牛  

 

     

セルロース      セロビオース     グルコース 

希硫酸  長時間 
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セルロースの工業利用 

      再生繊維 

繊維         レーヨン  

           

 

      半合成繊維   化学変化 

               

              アセテート  

 

火薬 トリニトロセルロース  

                   

                ３つの-ＯＨ を 

                 -ＯＮＯ２ にする 

                （硝酸エステルにする） 

セルロイド  ジニトロセルロース 

  -ＯＮＯ２  

  -ＯＨ    
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絹に似ている。 

希硫酸中に押し出す 

セルロースの工業利用 

繊維  

 再生繊維 レーヨン 

    アルカリ性の溶媒

 希硫酸中  

 銅アンモニアレーヨン（キュプラ） 

 アンモニア 

   

 ビスコースレーヨン 

  

           

 半合成繊維 アセテート    

          トリアセチルセルロース  

   

        Ｃ－ＯＨ  

           アセトン 空気中

          

希硫酸中に押し出す 
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火薬 

トリニトロセルロース 

             ３つの-ＯＨ  

             混酸  

 

             硝酸エステル 

            

 

セルロイド 

◎ジニトロセルロース  -ＯＮＯ２の１つを-ＯＨにもどす 
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➋ アミノ酸 
  －ＣＯＯＨ －ＮＨ２

   

 基本   α－アミノ酸 

よく出る  １つのＣ －ＮＨ２ －ＣＯＯＨ

                  Ｒ

                 Ｒ

 

 Ｃ  鏡像異性体  

       

 

  Ｒ Ｈ

◎ グリシン Ｒ＝Ｈ 

                 

          鏡像異性体は存在しない。 

         α－アミノ酸ではグリシンだけ！ 
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C* 

 Ｌ型。 

 Ｌ型。 

 

 アラニン Ｒ＝－ＣＨ３ 

 

 

 

      

 Ｌ型         Ｄ型 

 グルタミン酸  

           －ＣＯＯＨ

                

          －ＮＨ２－ＣＯＯＨ

 Ｌ型

                Ｄ型  

 リシン  －ＮＨ２

* 
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アミノ酸の性質  

 －ＣＯＯＨと－ＮＨ２、酸と塩基の性質を合わせ持つ。 

        ＲＣＨ(ＮＨ２)ＣＯＯＨ 

               Ｈ＋

        ＲＣＨ(ＮＨ３
＋)ＣＯＯ－ 

     双性イオン ＝ ＋－の電荷を合わせ持つもの 

         

 電離平衡する。 
        ＯＨ－            ＯＨ－

       ＯＨ－       ＯＨ－

       Ｈ＋ Ｈ２Ｏ          Ｈ３Ｎ
＋－ Ｈ＋  

                         Ｈ２Ｏ

         －ＣＯＯ－               

                           Ｈ２Ｎ－  

   

         ＯＨ－             ＯＨ－ 

 

 

           Ｈ＋              Ｈ＋ 

 

  陽イオン     双性イオン      陰イオン 

Ｈ＋                Ｈ＋  

     Ｈ＋              Ｈ＋   

     －ＣＯＯ－                   Ｈ２Ｎ－

      －ＣＯＯＨ             Ｈ３Ｎ
＋－ 
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 等電点  ＋－の総和が０になる、 

        そのアミノ酸特有のｐＨ（双性イオンが最大） 

  

・中性アミノ酸なら、     ｐＨ７付近 

 ・酸性アミノ酸なら、     ｐＨ７以下 

   －ＣＯＯＨ     －ＣＯＯ－  

   －ＮＨ２      Ｈ＋

                 

 ・塩基性アミノ酸なら、    ｐＨ７以上 

   －ＮＨ２       Ｈ３Ｎ
＋－

   －ＣＯＯＨ    ＯＨ－

                

 

  

            双生イオン   

 

Ｈ＋                       ＯＨ－

陽イオン                    陰イオン

 

 

 

 

ｐＨ 小             等電点                       ｐＨ 大 

            中性アミノ酸ならｐＨ７         

とにかく！          

＋を増やせば＋イオン －を増やせば－イオンが増えるんだよ      
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＋ — 

陽極(＋) 陰極(—) 

よく出る     アミノ酸の電気泳動 
      

 

Ｈ＋ふやしてｐＨ低！⇒ ＋増える 

        ⇒ 陽イオンが多い状態なら 陰極（－極）へ。 

ＯＨ－ふやしてｐＨ高！⇒ －増える 

        ⇒ 陰イオンが多い状態なら 陽極（＋極）へ。 

等電点では動かない。   中性アミノ酸ならｐＨ６くらい 

            酸性アミノ酸ならｐＨ４ 塩基性アミノ酸ならｐＨ９ 

  

   

      

 

 

      

 

 ニンヒドリン水溶液

        

                        

                                

                   紫色  

        

                             

       

 

                       

等電点を決める そこよりｐＨ低 陽イオン大 陰極  

                   ｐＨ高 その逆

ｖ

pH 4,6,9と変える 
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＋イオン Ｈ＋を増やせば     ＋が増える           

     （ｐＨが下がれば） 

－イオン ＯＨ－を増やせば    －が増える 

      （ｐＨが上がれば） 

                         

中性アミノ酸  等電点ｐＨ７くらい 

           

        Ｈ＋             

        ＰＨ  

                        ＯＨ－  

                        ＰＨ  

陽イオン         双性イオン          陰イオン 

 

酸性アミノ酸なら 等電点ｐＨ４くらい 

          

         Ｈ＋             

        ＰＨ            ＯＨ－  

                        ＰＨ  

 

 陽イオン        双性イオン         陰イオン 

塩基性アミノ酸なら 等電点ｐＨ９くらい 

 

        Ｈ＋             

        ＰＨ            ＯＨ－  

                        ＰＨ  

 

 陽イオン         双性イオン        陰イオン 
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アミノ酸の反応 

おさらい⇒ アルコール カルボン酸 脱水縮合  エステル化 

       －ＯＨ   －ＣＯＯＨ 

      アミノ基 カルボン酸 脱水縮合   アミド化 

       －ＮＨ２     －ＣＯＯＨ 

           酢酸 アセチル化 

アミノ酸は、－ＣＯＯＨも－ＮＨ２も持っているので、 

      エステル化もアミド化もできます。 

 

 

        

 

        エステル化       アミド化 

                   

エステル        アミノ酸        アミド 

  

－ＮＨ－ＣＯ－            アミド結合  
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ペプチド結合  

アミノ酸○Ａ  －ＣＯＯＨ  アミノ酸○Ｂ  －ＮＨ２

 アミド結合。 

              

     どんどんつなげていける！ 

 

ジペプチド  ２つ

－ＣＯＯＨ －ＮＨ２

          

  脱水縮合  加水分解  

 

トリペプチド  

 

ポリペプチド  

 

             タンパク質  
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タンパク質    ポリペプチド 

タンパク質の種類 

単純タンパク質   α－アミノ酸

  複合タンパク質    

 

球状タンパク質  ・アルブミン  

            ・グロブリン

            ・グルテリン  

              

繊維状タンパク質   ・ケラチン    

  ・コラーゲン

・フィブロイン  

             

 

 

 

綿 麻 植物繊維 セルロース  

毛・絹・クモの糸 動物繊維 タンパク質
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タンパク質の反応 

◎塩析

            

 

◎タンパク質の変性
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Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

水素結合 

タンパク質の構造 

      

一次構造 ・・・ 線   

                    

二次構造 ・・・ 面    水素結合  

  α－ヘリックス構造  

                

β－シート構造

                    

 

 

  

 

インスリン 

51個のアミノ酸でできている。 

Ｓ－Ｓ結合 
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ヘム 

三次構造 ・・・ 立体 

          

        ヘムという色素

                

         ジスルフィド結合（Ｓ－Ｓ）  

                          

 

 

四次構造   立体  立体 

     

    

ヘムでつなげる。 
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S

S
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S

S

S
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SH 

SH 
SH 
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S S S S S

パーマのしくみ 

ケラチン 

ケラチン  システイン Ｓ

                
                    Ｓ-Ｓ結合

 

                     

 

 

 

                     

 

 

 

 

                    

Ｓ-Ｓ結合

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

還元剤 

ウェーブをつける 

酸化剤 
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おぼえるべき呈色反応 ４種 

アミノ酸の呈色反応  

－ＮＨ２  

 ニンヒドリン反応  

                      紫色  

           

タンパク質の呈色反応 

ビウレット反応 ２つ ペプチド結合 トリペプチド  

  注： ２つ以上のペプチド結合ということは、ペプチドが３つ以上！  

                      

ＮａＯＨ水溶液を加えたＣｕＳＯ４水溶液 赤紫色  

Ｃｕ２＋  

キサントプロテイン反応     

     ＨＮＯ３  

        ＮＨ３  

          

Ｓの検出   システイン Ｓ  

     ＮａＯＨ

       

        ＰｂＳ（黒色）  
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アミノ酸・たんぱく質関連の呈色反応おぼえかた 

               

○1  にん どろりん  あみ

       ノ酸 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2  ビュウ なお くそ とり  
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○3  きさ プロ ベンゼーン  

       

                    

賞賛 兄  オレ  
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○4  シスター（Ｓｉｓｔｅｒ）  

なま  

       

言おう 沈黙  
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酵素  ３つの特性  

 基質特異性  基質 

   

 最適温度 

３５～４０℃（体温） 

 最適ｐＨ ｐＨ７   

       例外   ｐＨ２ ペプシン  

ペプシ        

     ｐＨ８ トリプシン  

          リパーゼ  

胃         リッパ 脂肪      

                ｐＨ  

               

              トリ   

                ｐＨ  

               吸い   
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その他の代表的な酵素 

 アミラーゼ   

 マルターゼ   

   

よく出る 

 ○カ タラーゼ   

        Ｈ２Ｏ２    Ｈ２Ｏ＋Ｏ２    

活性酸素の１種 

  

          

肝臓      過酸化水素     活性酸素 

 

 肝臓 

活性酸素

 

                 過酸化水素 Ｈ２Ｏ２ 
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➌  核酸         

    ヌクレオチド 

＝ リン酸  ＋  五炭糖  ＋  塩基 

  Ｈ３ＰＯ４      ＤＮＡなら 

          デオキシリボース（Ｃ５Ｈ１０Ｏ４） 

                          Ａ アデニン 

                     Ｇ グアニン 

                 Ｃ シトシン 

                      ＯＨ    

                        Ｔ チミン

                             

       

     ＲＮＡなら                   Ｕ ウラシル  

     リボース（Ｃ５Ｈ１０Ｏ５）        

                 

   Ｃ６Ｈ１２Ｏ６             
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ヌクレオチド   

                          塩基 

 

 

 ３ ＯＨ リン酸

              ＯＨ ＯＨ          この図を 

                        思いうかべよう！ 

 

                        塩基 

 

よく出る 

Ｃ

Ｃ 塩基 

Ｃ ＯＨ                    塩基      

  他のやつのリン酸 

Ｃ ＯＨ リン酸 

奇数  

 

Ｃ ＯＨ ＲＮＡ 
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ｖ
 

ｖ
 

 ＤＮＡは 二重らせん構造  

  

             塩基 塩基  水素結合 

塩基

             だから、同じＤＮＡが作れるんですね！ 

  

             塩基の相補（そうほ）性 

                            Ａ－Ｔ 

                   Ｇ－Ｃ   

 

                     

 

１９５３年ワトソン と クリックが、ＤＮＡのらせん構造を提唱した。 

     

 

◎ＲＮＡは、ＤＮＡの情報をもとに、タンパク質をつくります。 
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◎伝令ＲＮＡ（ｍＲＮＡ）（メッセンジャーＲＮＡ） 

        メッセージを伝える人 

  

◎運搬ＲＮＡ（ｔＲＮＡ）（トランスファーＲＮＡ）    

        材料を運ぶ人   

◎リボソームＲＮＡ（ｒＲＮＡ）  

       リボソーム＝タンパク質製造工場 
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